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「
思
さ
る
」
の
「
る
」

大
久
保
　
一
　
男

一
　
緒

　

源
氏
物
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
敬
語
動
詞
「
思
す
」
に
下
接
し

た
助
動
詞
「
る
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
自
発
・
可
能
の
意
に
解

す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
尊
敬
の
意
に
解
す
る
こ
と
の
あ
る
注
釈
や
訳

が
あ
る
。
私
が
源
氏
物
語
を
読
む
際
に
必
ず
参
照
し
教
示
を
得
て
い

る
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
刊
）
所
収
本
に
も
、
例

え
ば
次
の
よ
う
な
訳
（
→
の
下
）
の
施
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

（
本
文
は
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
本
文
に
よ
る
。
た
だ
し
、

表
記
は
改
め
る
。）

上
（
＝
桐
壺
帝
）
も
、
藤
壺
の
見
給
は
ざ
ら
む
を
飽
か
ず
思
さ

る
れ
ば
、〈
紅
葉
賀
、
二
三
七
頁
3
行
目
〉

　
　

→
物
足
り
な
く
お
ぼ
し
め
す
の
で
、〈
三
一
一
頁
〉

世
の
重
し
と
も
の
し
給
へ
る
大
臣
の
、
か
く
世
を
逃
れ
給
へ

ば
、
お
ほ
や
け
（
＝
朱
雀
帝
）
も
心
細
う
思
さ
れ
、〈
賢
木
、
三

七
一
9
〉

　
　

→
帝
も
心
細
く
お
思
い
あ
そ
ば
し
、〈
一
三
九
〉

（
光
源
氏
ハ
）
か
か
る
有
様
も
慣
ら
ひ
給
は
ず
、
所
狭
き
御
身

に
て
、
珍
し
う
思
さ
れ
け
り
。〈
若
紫
、
一
五
一
10
〉

　
　

→
珍
し
く
お
思
い
に
な
る
の
だ
っ
た
。〈
一
九
九
〉

　

こ
の
よ
う
な
、「
思
さ
る
」
の
「
る
」
を
尊
敬
の
意
に
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
小
稿
は
、
源
氏
物
語
の
い
わ
ゆ
る
第
一
部
（
桐
壺
〜

藤
裏
葉
）・
第
二
部
（
若
菜
上
〜
幻
）
の
、
地
の
文
に
お
け
る
単
数
主

体
（
主
語
）
の
用
例
の
考
察
か
ら
は
、
そ
の
根
拠
が
見
出
せ
な
い
こ
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と
を
述
べ
る
。

二
　「
思
さ
る
」・「
思
す
」
の
使
用
対
象

二
・
一

　

も
し
も
「
る
」
が
尊
敬
の
意
を
表
し
て
い
る
と
し
た
ら
、「
思
さ

る
」
は
二
重
敬
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
思
す
」
よ
り
も
敬
意
度
が
高

く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
使
用
対
象
は
「
思
す
」
の
使
用
対
象
よ
り
も

身
分
上
高
位
の
人
々
で
あ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
思
さ

る
」・「
思
す
」
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
対
象
を
示
し
て
観
察
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
源
氏
物
語
を
第
一
部
と
第
二
部
と

に
、
さ
ら
に
第
一
部
に
つ
い
て
は
紫
上
系
の
巻
と
玉
鬘
系
の
巻
と
に

そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
第
一
部
を
二
つ
の
系
列
に
分

け
る
の
は
、
地
の
文
に
お
け
る
光
源
氏
に
対
す
る
「
せ
（
さ
せ
）
給

ふ
」・「
お
は
し
ま
す
」
の
初
出
箇
所
に
つ
い
て
、
と
も
に
、
紫
上
系

に
お
い
て
は
大
将
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
に
対
し
て
玉
鬘
系
に
お

い
て
は
中
将
当
時
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
両
系
間
に
お
け

る
ず
れ
が
あ
る
と
す
る
、
渡
辺
英
二
氏
の
指
摘（

（
（

を
踏
ま
え
て
の
措
置

で
あ
る
。（
な
お
、「
お
も
ほ
す
」
お
よ
び
「
思
し
ー
」
型
複
合
動
詞
は
、

考
察
の
対
象
か
ら
除
く
。）

【
光
源
氏
に
用
い
た
も
の
】（
身
分
名
は
当
該
用
例
当
時
の
身
分
・
境

遇
。
数
字
は
用
例
数
。
以
下
同
じ
）

○
第
一
部
紫
上
系

　
「
思
さ
る
」

　
　

中
将
4　

大
将
30　

無
位
9

　
　

内
大
臣
21　

太
政
大
臣
3　

　
「
思
す
」

　
　

中
将
20　

三
位
中
将
9　

宰
相
中
将
3　

大
将
37　

無
位
40

　
　

内
大
臣
77　

太
政
大
臣
13　

准
太
上
天
皇
1

○
第
一
部
玉
鬘
系

　
「
思
さ
る
」

　
　

中
将
21

　
　

内
大
臣
4　

太
政
大
臣
11　

　
「
思
す
」

　
　

中
将
71

　
　

内
大
臣
4　

太
政
大
臣
59

　

両
系
に
お
い
て
「
思
さ
る
」
が
中
将
当
時
か
ら
用
い
ら
れ
て
お

り
、「
せ
（
さ
せ
）
給
ふ
」・「
お
は
し
ま
す
」
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
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る
よ
う
な
、
光
源
氏
の
身
分
が
あ
る
地
位
に
達
し
て
か
ら
使
用
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
な
事
象
が
見
ら
れ
ず
、
中
将
・
大
将
・
大
臣
当
時
に

「
思
さ
る
」・「
思
す
」
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
思
さ
る
」・

「
思
す
」
間
に
身
分
上
の
差
異
に
よ
る
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
な

い
。
な
お
、
紫
上
系
に
の
み
の
孤
例
で
は
あ
る
が
、
准
太
上
天
皇
当

時
に
「
思
す
」
の
使
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、「
思
す
」
が
高
位
の
対

象
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

○
第
二
部

　
「
思
さ
る
」

　
　

准
太
上
天
皇
37

　
「
思
す
」　

　
　

准
太
上
天
皇
80

　
「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
の
使
用
対
象
身
分
が
同
一
で
あ
る
。

【
光
源
氏
以
外
の
人
に
用
い
た
も
の
】（
用
例
数
は
男
女
の
最
高
位
の

人
に
つ
い
て
の
み
示
す
）

○
第
一
部
紫
上
系

　
「
思
さ
る
」

　
　

桐
壺
（
帝
）
12　

朱
雀
（
帝
）
7　

冷
泉
（
帝
）
2

　
　

右
大
臣　

頭
中
将
（
権
中
納
言
・
太
政
大
臣
）　

藤
壺
（
中
宮
・
入
道
）
10　

秋
好
（
前
斎
宮
・
女
御
）　

六
条
御

息
所
（
父
、
大
臣
）　

大
宮　

葵
上　

紫
上
（
新
枕
後
）　

朝
顔

（
父
、
宮
）　

朧
月
夜
（
尚
侍
。
父
、
大
臣
）

　
「
思
す
」

桐
壺
（
帝
・
院
）
11　

朱
雀
（
帝
・
院
）
12　

冷
泉
（
東
宮
・

帝
）
16　

　
　

兵
部
卿
宮　

式
部
卿
宮

左
大
臣　

右
大
臣　

頭
中
将
（
権
中
納
言
・
内
大
臣
）　

夕
霧

（
六
位
・
宰
相
中
将
・
中
納
言
）

藤
壺
（
女
御
・
中
宮
・
入
道
）
24　

弘
徽
殿
（
女
御
・
皇
太
后
）

秋
好
（
斎
宮
・
前
斎
宮
・
女
御
）　

六
条
御
息
所　

大
宮　

女
五

宮
（
大
宮
妹
）　

葵
上
（
結
婚
前
・
後
）　

紫
上
（
新
枕
前
・
後
）

朝
顔　

朧
月
夜
（
尚
侍
）　

兵
部
卿
宮
北
の
方　

式
部
卿
宮
北

の
方　

雲
居
雁
（
結
婚
前
・
後
。
父
、
大
臣
）　

北
山
の
尼
君

○
第
一
部
玉
鬘
系

　
「
思
さ
る
」

　
　

冷
泉
（
帝
）
2　

　
　

頭
中
将
（
内
大
臣
）

　
　

末
摘
花
（
父
、
宮
）　

玉
鬘
（
父
、
大
臣
）
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「
思
す
」

　
　

冷
泉
（
帝
）
2　

　
　

兵
部
卿
宮　

式
部
卿
宮

　
　

左
大
臣　

頭
中
将
（
内
大
臣
）　

鬚
黒
（
大
将
。
父
、
大
臣
）　

秋
好
（
中
宮
）
2　

弘
徽
殿
（
冷
泉
帝
女
御
）　

大
宮　

紫
上

（
新
枕
前
・
後
）　

末
摘
花　

花
散
里
（
姉
、
女
御
）　

玉
鬘

　

両
系
と
も
、「
思
さ
る
」・「
思
す
」
の
ど
ち
ら
も
が
、
最
高
位
の

帝
・
中
宮
か
ら
、
大
臣
家
を
出
自
と
す
る
人
々
（
夕
霧
・
鬚
黒
・
葵

上
・
朧
月
夜
・
玉
鬘
・
花
散
里
）
ま
で
の
範
囲
内
（
た
だ
し
、
北
山
尼

君
は
出
自
不
明
）
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と

の
間
に
使
用
対
象
の
身
分
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、

葵
上
・
朧
月
夜
・
玉
鬘
に
「
思
さ
る
」
の
用
例
が
あ
り
、
桐
壺
・
朱

雀
・
冷
泉
の
各
帝
お
よ
び
藤
壺
中
宮
に
「
思
す
」
の
用
例
が
あ
る
こ

と
は
、「
思
さ
る
」
が
「
思
す
」
よ
り
も
使
用
対
象
の
身
分
が
高
い

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
す
事
象
で
あ
る
。

○
第
二
部

　
「
思
さ
る
」

朱
雀
（
院
）
3　

冷
泉
（
帝
・
院
）
2　

今
上
（
東
宮
・
帝
）
2

　

　
　

兵
部
卿
宮

　
　

頭
中
将
（
致
仕
太
政
大
臣
）　

夕
霧
（
中
納
言
・
大
納
言
）

　
　

落
葉
宮　

女
三
宮　

紫
上　

雲
居
雁

　
「
思
す
」

　
　

朱
雀
（
院
）
14　

冷
泉
（
帝
）
1　

今
上
（
帝
）
1　

　
　

兵
部
卿
宮　

式
部
卿
宮　

匂
宮

頭
中
将
（
太
政
大
臣
・
致
仕
大
臣
）　

夕
霧
（
中
納
言
・
大
納
言
）

柏
木
（
中
納
言
）

秋
好
（
中
宮
）
1　

明
石
姫
君
（
女
御
・
中
宮
）
11　

承
香
殿

女
御　

落
葉
宮　

女
三
宮　

一
条
御
息
所
（
落
葉
宮
母
）　

紫

上　

朧
月
夜　

雲
居
雁　

玉
鬘　

真
木
柱　

四
君
（
致
仕
太
政

大
臣
北
の
方
、
柏
木
母
）

　
「
思
さ
る
」
の
使
用
対
象
の
す
べ
て
が
「
思
す
」
の
使
用
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
人
々
よ
り
も
下
位
で
「
思
す
」
の
み
の
使
用
対

象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
柏
木
（
中
納
言
）
と
真
木
柱
（
兵
部
卿
宮

と
の
結
婚
前
。
父
、
鬚
黒
大
将
は
右
大
臣
の
子
）
と
で
あ
る
が
、「
思

さ
る
」
の
使
用
対
象
の
な
か
に
夕
霧
と
雲
居
雁
が
い
る
こ
と
と
考
え

合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
の
み
を
も
っ
て
「
思
す
」
の
使
用
対

象
が
よ
り
低
位
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
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れ
、
し
た
が
っ
て
、「
思
さ
る
」・「
思
す
」
間
に
、
身
分
に
よ
る
使

い
分
け
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
思
さ
る
」
に
夕

霧
・
雲
居
雁
に
対
す
る
使
用
例
が
あ
り
、「
思
す
」
に
帝
・
院
に
対

す
る
使
用
例
が
あ
る
こ
と
が
、「
思
さ
る
」
が
「
思
す
」
よ
り
も
使

用
対
象
の
身
分
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
ぃ
る
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

二
・
二

　

で
は
、
何
人
か
の
人
物
を
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
対
し

て
「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
が
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
実
際
の
例
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
同
一
の

人
物
に
対
し
て
「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
が
一
文
中
で
近
接
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
源
氏
ハ
）
御
仏
名
も
、
今
年
ば
か
り
に
こ
そ
は
と
思
せ
ば
に

や
、
常
よ
り
も
殊
に
錫
杖
の
声
々
な
ど
あ
は
れ
に
思
さ
る
。

〈
幻
、
一
四
二
二
3
・
4
〉

（
藤
壺
ハ
）
御
宿
世
の
程
を
思
す
に
は
、
い
か
が
浅
く
思
さ
れ

ん
。〈
須
磨
、
四
一
六
9
・
9
〉

（
大
宮
ハ
）
い
と
い
と
ほ
し
と
思
す
な
か
に
も
、
男
君
の
御
か

な
し
さ
は
す
ぐ
れ
給
ふ
に
や
あ
ら
ん
、
か
か
る
心
の
あ
り
け
る

も
、
う
つ
く
し
う
思
さ
る
る
に
、〈
少
女
、
六
八
五
、
13
・
14
〉

（
朱
雀
院
ハ
）
か
き
乱
り
悩
ま
し
く
思
さ
る
れ
ど
、
こ
の
宮
の

御
こ
と
聞
こ
え
定
め
つ
る
を
、
心
安
く
思
し
け
り
。〈
若
菜
下
、

一
〇
四
九
7
・
8
〉　

（
女
三
宮
ハ
）
お
ほ
け
な
き
心
も
う
た
て
の
み
思
さ
れ
て
、
世

に
長
か
れ
と
し
も
思
さ
ざ
り
し
を
、
か
く
な
む
と
聞
き
給
ふ

は
、〈
柏
木
、
一
二
四
九
4
・
5
〉

（
六
条
御
息
所
ハ
）
俄
に
重
く
患
ひ
給
ひ
て
、
物
の
い
と
心
細
く

思
さ
れ
け
れ
ば
、
罪
深
き
所
ほ
と
り
に
年
経
つ
る
も
、
い
み
じ

う
思
し
て
、
尼
に
な
り
給
ひ
ぬ
。〈
澪
標
、
五
〇
五
1
・
2
〉

挙
例
六
例
中
、
先
の
三
例
が
「
思
す
」・「
思
さ
る
」
の
順
に
、
後
の

三
例
が
「
思
さ
る
」・「
思
す
」
の
順
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

二
・
三

　

先
の
二
・
一
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
の

間
に
身
分
の
差
異
に
よ
る
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
ず
、「
思
さ
る
」

が
「
思
す
」
よ
り
も
使
用
対
象
の
身
分
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
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が
知
ら
れ
る
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
思
さ
る
」
の
「
る
」
が
尊
敬

の
意
を
表
し
て
「
思
す
」
の
敬
意
度
を
増
強
す
る
働
き
を
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
に
は
、
新
た
に
何
ら
か
の
理
由
が
見
出
さ
れ
な
い
限

り
、
根
拠
が
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と

で
、
小
稿
の
目
的
は
ひ
と
ま
ず
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

三
　「
思
し
召
さ
る
」
の
「
る
」

三
・
一

　
「
思
ふ
」
の
主
体
敬
語
（
尊
敬
語
）
と
し
て
最
も
高
い
敬
意
を
表

す
の
が
「
思
し
召
す
」
で
あ
る
。
そ
の
使
用
対
象
の
範
囲
は
極
め
て

狭
い
。
前
に
倣
っ
て
掲
示
す
る
。

【
光
源
氏
に
用
い
た
も
の
】（
第
一
部
玉
鬘
系
に
は
使
用
例
が
無
い
）

○
第
一
部
紫
上
系　

　
　

内
大
臣
1

○
第
二
部

　
　

准
太
上
天
皇
1　

【
光
源
氏
以
外
の
人
に
用
い
た
も
の
】

○
第
一
部
紫
上
系

桐
壺
（
帝
・
院
）
12　

朱
雀
（
帝
・
院
）
3　

冷
泉
（
東
宮
・

帝
）
8

　
　

藤
壺
（
入
道
）
1

○
第
一
部
玉
鬘
系

　
　

冷
泉
（
帝
）
1　

○
第
二
部

　
　

朱
雀
（
院
）
5　

冷
泉
（
帝
・
院
）
2

　

以
上
で
あ
っ
て
、
使
用
対
象
は
帝
・
院
と
后
に
限
る
の
が
原
則

で
、
内
大
臣
当
時
の
光
源
氏
に
用
い
た
（
絵
合
、
五
七
四
9
。
諸
本
、

同
）
は
例
外
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
思
し
召
す
」

の
表
す
敬
意
度
の
極
め
て
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
・
二

　
「
思
し
召
す
」
が
原
則
と
し
て
帝
・
院
・
后
に
対
し
て
専
用
の
、

敬
意
度
が
極
め
て
高
い
敬
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
に
掲
げ
る
よ
う

な
、「
思
し
召
す
」
に
下
接
し
た
「
る
」
は
、
敬
意
度
を
さ
ら
に
増

強
す
る
た
め
の
、
尊
敬
の
意
を
表
す
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
右
に
示
し
た
「
思
し
召
す
」
の
用
例
数
に
は

「
思
し
召
さ
る
」
を
も
算
入
し
て
あ
る
）。
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（
更
衣
ガ
）
あ
る
か
な
き
か
に
消
え
入
り
つ
つ
も
の
し
給
ふ
を

御
覧
ず
る
に
、（
桐
壺
帝
ハ
）
来
し
方
行
く
末
思
し
召
さ
れ
ず
、

よ
ろ
づ
の
こ
と
を
泣
く
泣
く
契
り
宣
は
す
れ
ど
、〈
桐
壺
、
八

11
〉

上
（
＝
朱
雀
帝
）
も
恥
づ
か
し
う
さ
へ
思
し
召
さ
れ
て
、
御
よ

そ
ひ
な
ど
殊
に
引
き
繕
ひ
て
出
で
お
は
し
ま
す
。〈
明
石
、
四

七
六
8
〉

（
父
）
院
に
別
れ
奉
ら
せ
給
ひ
し
程
は
、（
冷
泉
帝
ハ
）
い
と
い

は
け
な
く
て
、
物
深
く
も
思
さ
れ
ざ
り
し
を
、（
此
ノ
度
ノ
母
宮

ノ
容
態
ヲ
）
い
み
じ
う
思
し
嘆
き
た
る
御
気
色
な
れ
ば
、
宮

（
＝
藤
壺
）
も
い
と
悲
し
く
思
し
召
さ
る
。〈
薄
雲
、
六
一
四
13
〉

上
（
＝
冷
泉
帝
）
も
、
年
ご
ろ
御
鏡
に
も
思
し
寄
る
こ
と
な
れ

ど
、
聞
こ
し
召
し
し
こ
と
の
後
は
、
ま
た
こ
ま
か
に
見
奉
り
給

う
つ
つ
、
こ
と
に
い
と
あ
は
れ
に
思
し
召
さ
る
れ
ば
、〈
薄
雲
、

六
二
二
13
〉

　

こ
れ
ら
の
「
思
し
召
さ
る
」
の
「
る
」
は
、
尊
敬
と
は
別
の
意
味

を
表
す
も
の
で
あ
る
は
ず
で
、
挙
例
中
の
最
初
の
例
に
つ
い
て
は
可

能
の
意
（「
お
考
え
あ
そ
ば
し
た
く
て
も
お
で
き
に
な
ら
ず
」
の
意
）
か

と
思
わ
れ
る
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
受
身
の
意
と
は
考
え
に
く
く
、
し

た
が
っ
て
自
発
の
意
を
表
す
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四�

　
同
一
人
物
に
対
す
る
「
思
し
召
す
」・「
思
す
」
の�

近
接
併
用

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
、
敬
意
度
の
極
め
て
高
い
「
思
し
召
す
」
が
、

同
一
の
人
物
に
対
し
て
「
思
す
」
と
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例

が
あ
る
。

（
朱
雀
院
ハ
）
い
と
堪
へ
難
う
悲
し
と
思
し
て
、
あ
る
ま
じ
き

こ
と
と
は
思
し
召
し
な
が
ら
、
夜
に
隠
れ
て
出
で
さ
せ
給
へ

り
。〈
柏
木
、
一
二
三
七
9
・
9
〉

上
（
＝
冷
泉
）
は
、
王
命
婦
に
委
し
き
こ
と
は
問
は
ま
ほ
し
う

思
し
召
せ
ど
、「
…
（
冷
泉
心
話
）
…
」
と
ぞ
思
せ
ど
、
さ
ら

に
つ
い
で
も
な
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
御
学
問
を
せ
さ
せ
給
ひ
つ

つ
、〈
薄
雲
、
六
二
三
5
・
7
〉

　

右
の
、
朱
雀
院
に
対
す
る
例
に
つ
い
て
は
、「
思
す
」
の
後
に

「
思
し
召
す
」、
さ
ら
に
「
さ
せ
給
ふ
」
が
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
冷
泉
帝
に
対
す
る
例
に
つ
い
て
は
、「
思
す
」
を
先
の
「
思
し

召
す
」
と
後
の
「
さ
せ
給
ふ
」
と
が
挟
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
敬
意
の
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表
し
方
の
基
調
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
高
い
度
合
い
で
遇
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
う
。
と
は
い
え
、
敬
意
度
の
異
な
る
二
つ
の

敬
語
が
同
一
の
人
物
に
対
し
て
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
同
一
の
人
物
に
対
し
て
は
常
に
一
定

の
敬
意
度
を
も
つ
敬
語
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
、

敬
語
運
用
上
の
一
面
を
示
し
て
い
る
事
象
な
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
二
・
二
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
同
一
の
人
物
に
対
し

て
「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
が
近
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
の

あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
思
さ
る
」
の
「
る
」
が
尊
敬
の
意
で
は
な

い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
が
、
使

用
対
象
の
身
分
の
範
囲
が
ま
っ
た
く
重
な
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
思

さ
る
」
の
「
る
」
が
尊
敬
で
あ
る
と
す
る
根
拠
が
な
い
こ
と
を
主
張

す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
源
氏
物
語
全
巻
（
第
三
部
も
、
そ
し
て
発
話
文
・
心
話
文
も
含

め
た
）
に
お
け
る
「
お
ぼ
え
給
ふ
」
と
「
思
さ
る
」
の
用
法
を
対
照

的
に
考
察
さ
れ
た
小
杉
商
一
氏
は
、「『
お
ぼ
す
』
に
更
に
尊
敬
の

『
る
』
が
付
加
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
用
例
」
が
発
話
文
に
一
二
例
、

心
話
文
に
三
例
あ
り（

（
（

、
地
の
文
に
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

五
　「
思
さ
る
」
の
「
る
」

五
・
一

　
「
思
さ
る
」
の
「
る
」
の
意
味
が
尊
敬
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は

自
発
・
受
身
・
可
能
の
い
ず
れ
か
の
意
を
表
す
こ
と
に
な
る
が
、
小

稿
が
考
察
の
対
象
と
し
た
、
源
氏
物
語
第
一
部
・
第
二
部
の
地
の
文

中
に
用
い
ら
れ
た
単
数
主
体
の
「
思
さ
る
」
に
つ
い
て
、
物
語
を
通

読
す
る
過
程
で
得
た
感
触
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
用
例
が
自
発
の
意

に
解
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
自
発
の
意
で
、
連
続
し
て

用
い
ら
れ
た
二
例
だ
け
を
掲
げ
る
。

（
紫
上
ハ
）
自
ら
の
御
心
地
に
は
、
こ
の
世
に
飽
か
ぬ
こ
と
無

く
、
後
め
た
き
絆
だ
に
ま
じ
ら
ぬ
御
身
な
れ
ば
、
あ
な
が
ち
に

か
け
と
ど
め
ま
ほ
し
き
（
ご
自
身
ノ
）
御
命
と
も
思
さ
れ
ぬ

を
、
年
頃
の
（
光
源
氏
ト
ノ
）
御
契
り
か
け
離
れ
、
思
ひ
嘆
か

せ
奉
ら
む
こ
と
の
み
ぞ
、
人
知
れ
ぬ
御
心
の
う
ち
に
も
、
物
あ

は
れ
に
思
さ
れ
け
る
。〈
御
法
、
一
三
八
一
6
・
8
〉

五
・
二

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
可
能
の
意
か
と
思
わ
れ
る
例
が
数
例
あ
る
。
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（
女
三
宮
ノ
降
嫁
ノ
後
）
三
日
が
ほ
ど
、
か
の
院
よ
り
も
、
あ
る

じ
の
院
方
よ
り
も
、
い
か
め
し
く
め
づ
ら
し
き
雅
を
尽
く
し
給

ふ
。
対
の
上
（
＝
紫
上
）
も
、
こ
と
に
触
れ
て
、
た
だ
に
も
思

さ
れ
ぬ
世
の
有
様
な
り
。〈
若
菜
上
、
一
〇
五
八
7
〉

　

こ
の
「
思
さ
れ
ぬ
」
は
、
吉
田
永
弘
氏
が
、（
可
能
は
）「
主
体
が

事
態
の
実
現
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
、
自
発
と
は
異
な
る
」
と

し
て
お
ら
れ
る（

（
（

の
に
沿
っ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、「（
主
体
＝
紫
上

ハ
、
平
静
ニ
）
お
考
え
に
な
り
た
く
て
も
お
で
き
に
な
ら
な
い
」
と

解
さ
れ
よ
う
。

（
患
者
ノ
容
態
ガ
）
重
し
と
見
れ
ど
、
お
の
づ
か
ら
お
こ
た
る
け

ぢ
め
も
あ
ら
ば
頼
も
し
き
を
、（
快
方
ニ
向
カ
ウ
兆
シ
ノ
ナ
イ
紫

上
ヲ
、光
源
氏
ハ
）
い
み
じ
く
心
細
く
悲
し
と
見
奉
り
給
ふ
に
、

異
ご
と
思
さ
れ
ね
ば
、（
予
定
シ
テ
イ
タ
朱
雀
院
ノ
）
御
賀
の
響

き
も
し
づ
ま
り
ぬ
。〈
若
菜
下
、
一
一
六
九
10
〉

　

こ
れ
は
、「（
光
源
氏
ハ
、
紫
上
ノ
容
態
以
外
ノ
コ
ト
ヲ
）
お
考
え
に

な
り
た
く
て
も
お
考
え
に
な
れ
な
い
」
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
薫
君
誕
生
後
ノ
七
夜
ノ
祝
宴
ニ
ハ
）
致
仕
大
臣
な
ど
、
心
殊
に

仕
う
ま
つ
り
給
ふ
べ
き
に
、（
長
男
柏
木
重
篤
ノ
）
こ
の
頃
は
何

ご
と
も
思
さ
れ
で
、
お
ほ
ぞ
う
の
御
と
ぶ
ら
ひ
の
み
ぞ
あ
り
け

る
。〈
柏
木
、
一
二
三
四
14
〉

　

こ
れ
は
、
主
体
の
致
仕
大
臣
が
望
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
は

な
い
が
、「（
オ
考
エ
ニ
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ハ
ズ
ノ
、
ド
ノ
ヨ
ウ

ナ
コ
ト
モ
）
お
考
え
に
な
れ
な
く
て
」
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
、
可
能
の
意
か
と
疑
わ
れ
る
例
が
少
数
見
ら
れ
る
。

五
・
三

　

受
身
の
意
（
か
）
と
思
わ
れ
る
例
は
な
い
。

　

な
お
、
小
杉
商
一
氏
は
、
先
の
論
稿
に
お
い
て
、「
思
さ
る
」
の

「
る
」
に
は
「
受
身
の
用
法
と
見
え
る
用
例
」
が
「
数
例
見
ら
れ

る
」
と
さ
れ
る（

（
（

。
同
氏
が
示
さ
れ
た
そ
の
例
は
発
話
文
・
心
話
文
に

お
け
る
用
例
で
あ
る
。

六
　
結

　

主
体
敬
語
「
思
す
」
に
下
接
し
た
助
動
詞
「
る
」
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
尊
敬
の
意
と
す
る
こ
と
は
、「
思
さ
る
」
と
「
思
す
」
と
の
使

用
対
象
の
間
に
身
分
差
が
見
ら
れ
ず
、
当
該
敬
語
の
敬
意
度
の
測
定
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が
使
用
対
象
の
身
分
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
が
唯
一
・
通
常
の
方

法
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
根
拠
を
持
た
な
い
。「
る
」
は
ほ

と
ん
ど
の
用
例
に
お
い
て
自
発
の
意
を
表
し
、
可
能
の
意
を
表
す
か

と
思
わ
れ
る
用
例
が
少
数
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
小
稿
の
考
察
で
得

ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
よ
り
敬
意
度
の
高
い
「
思
し
召
す
」
が
併
存
す
る
な

か
で
、
そ
れ
自
体
が
主
体
敬
語
で
あ
る
「
思
す
」
に
下
接
し
た

「
る
」
は
、「
思
し
召
す
」
に
下
接
し
た
「
る
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
本
来
、
敬
意
度
を
増
強
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
他

の
意
味
を
添
え
る
役
目
を
負
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

な
お
、「
思
さ
る
」
の
「
る
」
に
自
発
の
意
を
表
す
用
例
が
多
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
思
ウ
」
営
み
が
、
周
囲
の
状
況
や

情
報
に
接
し
て
自
ず
と
生
じ
る（

（
（

も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
多
用

さ
れ
る
自
発
の
意
を
伴
う
「
お
ぼ
ゆ
」
に
敬
語
独
立
動
詞
が
無
い
こ

と
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

註（
1
）
渡
辺
英
二
「
光
源
氏
の
待
遇
表
現
」〈『
国
語
国
文
研
究
』（
北
海

道
大
学
）
一
九
七
八
＝
昭
和
五
三
年
二
月
〉

（
2
）
小
杉
商
一
「『
お
ぼ
え
給
ふ
』
と
『
お
ぼ
さ
る
』」〈
國
學
院
雜
誌

第
一
〇
一
巻
第
五
号
（
二
〇
〇
〇
＝
平
成
一
二
年
五
月
）〉

　
　

次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
適
宜
、
本
文
の
引
用
を
増
補

し
、
補
注
を
加
え
る
。
以
下
同
じ
）。

　
　
　

�（
柏
木
→
女
三
宮
）「
か
う
い
と
つ
ら
き
御
心
に
、
現
心
も
失
せ
侍

り
ぬ
。
す
こ
し
思
ひ
の
ど
め
よ
と
思
さ
れ
ば
、
あ
は
れ
と
だ
に
宣

は
せ
よ
」〈
若
菜
下
、
一
一
八
〇
4
〉

　
　
　

�（
夕
霧
→
落
葉
宮
）「（
私
ヲ
避
ケ
ル
タ
メ
ニ
）
か
ば
か
り
の
け
ぢ

め
（
＝
コ
ノ
襖
程
度
ノ
隔
テ
）
を
と
、
強
ひ
て
思
さ
る
ら
む
こ
そ

あ
は
れ
な
れ
」〈
夕
霧
、
一
三
一
七
7
〉

（
3
）
吉
田
永
弘
「『
る
・
ら
る
』
に
お
け
る
肯
定
可
能
の
展
開
」〈『
日

本
語
の
研
究
』
第
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
＝
平
成
二
五
年
十
月
）〉

（
4
）
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　

�（
光
源
氏
→
前
斎
院
）「（
ア
ナ
タ
ノ
母
上
ニ
）
聞
こ
え
さ
せ
、
宣

ひ
置
き
し
こ
と
も
侍は

べ

し
を
、（
母
上
亡
キ
）
今
は
隔
て
無
き
さ
ま

に
思
さ
れ
ば
、
う
れ
し
く
な
む
」〈
澪
標
、
五
〇
八
5
〉

　
　
　

�（
夕
霧
→
落
葉
宮
）「
か
ば
か
り
に
て
さ
ぶ
ら
は
む
が
、
人
よ
り
け

に
う
と
ま
し
う
め
ざ
ま
し
う
思
さ
る
べ
き
に
や
は
。
数
な
ら
ず
と

も
、
御
耳
慣
れ
ぬ
る
年
月
も
重
な
り
ぬ
ら
む
」〈
夕
霧
、
一
三
一

六
9
〉
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（
５
）
た
だ
し
、
四
・
二
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、「
思
ふ
」
が
「
考
エ

ル
」
営
み
を
表
す
場
合
に
は
意
志
を
伴
う
も
の
に
な
る
。

〔
付
言
〕

　

小
杉
商
一
氏
の
挙
げ
て
お
ら
れ
る
各
例
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
そ
の
い

ず
れ
も
が
発
話
文
・
心
話
文
中
の
用
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
稿
で
は
こ

れ
を
省
略
す
る
が
、
氏
の
挙
げ
て
お
ら
れ
る
な
か
か
ら
一
例
だ
け
を
（
前

後
の
文
脈
を
補
っ
て
）
取
り
あ
げ
て
、
発
話
文
・
心
話
文
中
の
用
例
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　

�（
亡
キ
六
条
御
息
所
邸
ニ
、
光
源
氏
ガ
）
御
み
づ
か
ら
も
渡
り
給
へ

り
。
宮
（
＝
御
息
所
ノ
娘
、
前
斎
院
）
に
御
消
息
聞
こ
え
給
ふ
。

（
宮
）「
何
事
も
お
ぼ
え
侍
ら
で
な
む
」
と
、
女
別
当
し
て
聞
こ
え
給

へ
り
。（
光
源
氏
）「（
母
上
ノ
御
生
前
、
コ
レ
カ
ラ
ノ
ア
ナ
タ
ノ
オ

身
ノ
上
ニ
ツ
イ
テ
、
私
カ
ラ
）
聞
こ
え
さ
せ
、（
私
ニ
）
宣
ひ
置
き

し
こ
と
も
侍は

べ

し
を
、（
母
上
亡
キ
）
今
は
隔
て
無
き
さ
ま
に
思
さ
れ

ば
、
う
れ
し
く
な
む
」
と
聞
こ
え
給
ひ
て
、〈
澪
標
、
五
〇
八
5
〉

　

こ
の
「
思
さ
る
」
の
「
る
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
た
い
そ
う
悩
ま
し
い
。
何
よ
り
も
、
は
た
し
て
他
人
の
「
思
ウ
」
営

み
を
自
発
で
表
現
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
話
し

相
手
（
二
人
称
）
が
主
体
の
「
お
ぼ
ゆ
」
の
使
用
例
で
あ
る
。

（
光
源
氏
ガ
紫
上
ニ
）「（
私
ヲ
置
イ
テ
ノ
出
家
ナ
ド
）
あ
る
ま
じ
く

つ
ら
き
御
こ
と
な
り
。（
出
家
ハ
）
み
づ
か
ら
深
き
本
意
あ
る
こ
と

な
れ
ど
、（
私
ノ
出
家
後
、
ア
ナ
タ
ガ
）
と
ま
り
て
さ
う
ざ
う
し
く

お
ぼ
え
給
ひ
、
あ
る
世
に
変
ら
む
御
有
様
の
後
め
た
さ
に
よ
り
こ
そ

な
が
ら
ふ
れ
。
…
」〈
若
菜
下
、
一
一
三
五
３
〉

　

や
は
り
、
地
の
文
中
の
用
例
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
発
話

文
・
心
話
文
中
の
用
例
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
自
発
と
考
え
た
い
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
同
一
の
執
筆
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
地
の
文
中
の

用
例
と
発
話
文
・
心
話
文
中
の
用
例
と
の
間
に
、
例
え
ば
「
む
」
に
対
す

る
「
む
ず
」
の
よ
う
な
、
外
形
が
異
な
る
の
で
は
な
い
、
外
形
が
同
じ
言

語
単
位
の
語
法
上
の
用
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で

あ
る
。
右
に
挙
げ
た
例
に
つ
い
て
も
、
光
源
氏
が
提
示
し
た
「
聞
こ
え
さ

せ
…
…
侍
し
を
」
と
い
う
条
件
の
も
と
で
の
宮
の
自
ず
か
ら
の
「
思
ウ
」

営
み
で
あ
る
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。


